
平成 29 年度在宅医療関連講師人材養成事業 訪問看護分野 

 

平成 29 年度「訪問看護講師人材養成研修会」 

目的・方針 

 

現在、「地域包括ケアシステム」の構築が推進される中、医療と生活の両方を支えるこ

とのできる訪問看護はその中でも重要な役割を果たしている。地域で生活している療養者

を支えるために、訪問看護の従事者を増やすことと訪問看護の質を確保・向上すること

は、喫緊の課題である。 

 

当研修会では、人材育成とは何か、人を教育することの基本的な考え方を身につけ、

「自地域において講師人材となることができる」「自地域において訪問看護の人材の確

保、推進・普及に関する研修の企画・運営ができる」ような人材を養成し、受講後、都道

府県の訪問看護担当者とともに、当研修会での学びを活かして、今後の取り組みの必要性

や内容の検討につなげ、地域における訪問看護人材の確保・育成に関わることができるよ

うにする。 

 

 

 


